
─　  （　）─21

瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）

│
│
永
平
寺
上
山
・
諸
方
遊
歴
・
城
万
寺
住
持
就
任
│
│

横　

 

山　

 

龍　

 

顯

一
、
永
平
寺
上
山

　

古
写
本
『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
に
は
、

　
　

八
歳
ニ
シ
テ
剃
髪
シ
テ
、
参
㍼ス永
平
当
住
義
介
和
尚
ノ
会
㍽ニ。
十
三
シ
テ
作
僧
、
為タ

㍼リ

同
永
平
二
代
先
住
奘
和
尚
ノ
末
後
ノ
小
師
㍽（『
諸
本
対
校 
瑩
山
禅
師
『
洞
谷

記
』』、
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
七
ｂ
、
以
下
、『
洞
谷
記
』
か
ら
の
引
用
は

本
書
に
よ
り
、
写
本
名
と
頁
数
・
段
数
の
み
を
記
す
。
ま
た
、
句
読
点
な
ど
は

稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
合
字
は
開
い
て
示
し
た
、
以
下
同
）。

と
あ
り
、
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四
〜
一
三
二
五
）
は
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）、
八

歳
の
時
に
出
家
し
て
永
平
寺
に
上
山
し
た
。「
永
平
当
住
義
介
和
尚
」
と
あ
る
よ
う

に
、
当
時
の
永
平
寺
は
義
介
が
三
世
と
し
て
董
し
て
い
）
1
（
た
。
そ
の
後
、
建
治
二
年

（
一
二
七
六
）
に
一
三
歳
で
菩
薩
戒
を
受
け
て
僧
と
な
り
、
そ
の
四
年
後
の
弘
安
三

年
（
一
二
八
〇
）
に
は
、
懐
奘
の
遷
化
に
あ
た
っ
て
末
後
小
師
と
な
り
、
す
で
に
菩

薩
戒
を
受
け
て
は
い
た
も
の
の
、
当
時
の
慣
例
に
な
ら
い
、
改
め
て
師
弟
の
礼
を

執
っ
た
の
で
あ
っ
）
2
（
た
。

　

懐
奘
の
末
後
小
師
に
な
っ
た
の
が
、
尊
宿
遷
化
に
際
し
て
の
慣
例
で
あ
っ
た
と
す

る
と
、
瑩
山
禅
師
の
受
業
師
は
、
建
治
二
年
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
人
と
な
る
だ
ろ

う
。
建
治
二
年
当
時
の
永
平
寺
住
持
は
義
演
（
？
〜
一
三
一
四
？
）
で
あ
る
た
）
3
（
め
、

義
演
が
瑩
山
禅
師
の
受
業
師
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
）
4
（
る
。
瑩
山
禅
師
は
後
に
義
演
か
ら

菩
薩
戒
を
伝
授
す
る
作
法
の
許
可
を
受
け
る
が
、
こ
れ
は
菩
薩
戒
を
授
け
て
も
ら
っ

た
義
演
に
、
今
度
は
自
ら
が
菩
薩
戒
を
授
け
る
立
場
と
な
る
べ
く
、
菩
薩
戒
を
伝
授

す
る
作
法
を
学
び
に
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
学
説
で
は
、
三
代
相
論
の
際

に
義
介
を
追
い
出
し
た
張
本
人
で
あ
る
義
演
の
も
と
に
参
じ
た
こ
と
を
不
可
解
と
す

る
向
き
も
あ
る
）
5
（
が
、
同
時
代
の
資
料
を
見
る
限
り
、
教
団
の
分
裂
を
招
く
よ
う
な
争

い
の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
見
出
さ
れ
ず
、
瑩
山
禅
師
の
義
演
へ
の
参
学
に
つ
い
て
、
三

代
相
論
の
問
題
を
持
ち
込
む
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ
）
6
（
る
。
前
述
の
通
り
、

菩
薩
戒
を
授
け
て
も
ら
っ
た
受
業
師
で
あ
る
義
演
に
、
今
度
は
菩
薩
戒
伝
授
の
作
法

を
学
ぶ
た
め
に
再
参
し
た
と
見
れ
ば
、
こ
れ
は
い
た
っ
て
自
然
な
経
緯
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

幼
く
し
て
出
家
し
た
瑩
山
禅
師
は
、
義
介
（
永
平
寺
三
世
）
の
膝
下
で
剃
髪
、
義

演
（
永
平
寺
四
世
）
に
つ
い
て
得
度
、
そ
し
て
、
懐
奘
（
永
平
寺
二
世
）
の
示
寂
に

臨
ん
で
末
後
小
師
と
な
っ
て
お
り
、
歴
代
の
永
平
寺
住
持
に
親
し
く
参
じ
て
い
た
の

で
あ
る
。
義
介
は
瑩
山
禅
師
が
出
家
し
た
翌
文
永
九
年
二
月
に
永
平
寺
を
退
院
し
、

そ
れ
か
ら
正
応
五
年
ま
で
の
足
か
け
二
一
年
を
、
永
平
寺
麓
に
養
母
堂
を
建
て
て
隠

居
す
る
た
）
7
（
め
、
幼
少
期
の
瑩
山
禅
師
は
、
隠
遁
し
た
義
介
よ
り
も
、
永
平
寺
内
に
居

住
し
て
い
た
懐
奘
や
義
演
に
参
学
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
よ
う
。

304



─　  （　）─22

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

二
、
諸
方
歴
遊

　

懐
奘
示
寂
後
、
瑩
山
禅
師
の
動
向
は
『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
で
は
次
の
よ
う
に

自
叙
さ
れ
て
い
る
。

　
　

十
八
シ
テ
発
心
求
道
。
十
九
シ
テ
参
㍼ス寂
円
塔
主
㍽ニ、
発
㍼シテ
菩
提
心
㍽ヲ、
至
㍼ル不
退

転
位
㍽ニ（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
七
ｂ
）。

　

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）、
一
八
歳
の
時
に
「
発
心
求
道
」
し
た
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
に
お
け
る
懐
奘
の
示
寂
と
見
て
よ
い
だ
ろ
）
8
（

う
。
発

心
の
翌
年
か
ら
は
寂
円
（
一
二
〇
七
〜
九
九
）
に
参
じ
て
い
る
。『
宝
慶
由
緒
記
』

に
よ
れ
ば
、
寂
円
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
大
野
郡
銀
椀
峰
（
福
井
県
大
野

市
）
に
入
り
、
同
じ
く
弘
長
年
中
（
一
二
六
一
〜
六
三
）
に
伊
自
良
氏
の
藤
原
知
成

（
真
空
沙
弥
）
か
ら
帰
依
を
受
け
て
宝
慶
寺
開
山
に
拝
請
さ
れ
、
弘
安
元
年
に
は
伽

藍
が
円
備
し
た
と
さ
れ
る
た
）
9
（

め
、
瑩
山
禅
師
は
宝
慶
寺
に
住
持
し
て
い
た
寂
円
に
参

じ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、『
洞
谷
記
』
に
お
い
て
瑩
山
禅
師
が
寂
円

を
「
宝
慶
円
和
尚
」（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
四
ｂ
）
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
る
。

　

す
る
と
、
宝
慶
寺
住
持
で
あ
っ
た
寂
円
が
「
塔
主
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問

題
と
な
ろ
う
。『
宝
慶
由
緒
記
』
に
は
、

　
　

安
貞
二
戊
子
年
、
寂
円
禅
師
浮
㍼商
船
㍽来
朝
、
再
㍼見
道
元
禅
師
於
興
聖
⊿
永

平
建
㍼立
先
師
之
祖
堂
㊥
以
㍼寂
円
禅
師
㍽任
㍼塔
主
㍽承
陽
庵
是
也
（
大
久
保
道

舟
編
『
曹
洞
宗
古
文
書
』
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
六
一
八
頁
）。

と
あ
っ
て
、
寂
円
は
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
〜
五
三
）
が
先
師
如
浄
（
一
一
六
二
〜

一
二
二
七
）
の
た
め
に
建
立
し
た
承
陽
庵
の
塔
主
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

瑩
山
禅
師
が
寂
円
を
「
塔
主
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
寂
円
は
道
元
禅

師
示
寂
後
も
引
き
続
い
て
塔
主
を
つ
と
め
、
弘
長
元
年
に
銀
椀
峰
に
入
っ
て
以
後

も
、
如
浄
の
供
養
を
続
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
塔
主
」
と
い
う
呼

称
か
ら
、
寂
円
は
「
守
塔
僧
と
し
て
の
待
遇
に
過
ぎ
な
い
」（
石
川
力
山
「
第
三

章 

義
雲
禅
師
の
永
平
寺
中
興
と
寂
円
派
の
永
平
寺
昇
住
」、『
永
平
寺
史
』
上
巻
、

大
本
山
永
平
寺
、
二
八
四
頁
）
と
消
極
的
な
評
価
を
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
瑩
山
禅

師
周
辺
に
お
け
る
「
塔
主
」
の
使
用
例
を
見
る
と
、
単
な
る
「
守
塔
僧
」
以
上
の
意

味
が
包
含
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
三
祖
行
業
記
』「
二
祖
奘

禅
師
」
で
は
、
懐
奘
の
遺
嘱
に
、

　
　

又
示
㍼門
人
㍽云
、
吾
没
以
㍼遺
骨
㍽安
㍼元
師
塔
旁
侍
者
位
㊥
別
勿
㍾立
㍾塔
。
今

現
存
居
所
、
又
構
㍼元
師
塔
旁
⊿
昔
六
祖
塔
主
令
瑫
、
慕
古
之
住
持
。
退
後
雖

㍾居
㍼東
堂
㊥
介
公
又
退
院
。
一
寺
両
堂
名
字
可
㍾迷
。
吾
号
㍼塔
主
⊿
蓋
令
瑫
勝

躅
。
如
㍾是
遺
嘱
（『
曹
全
』
史
伝
上
、
五
ｂ
）。

と
あ
り
、
永
平
寺
を
退
董
し
東
堂
職
に
あ
っ
た
懐
奘
が
、
同
じ
く
東
堂
職
に
あ
っ
た

義
介
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
自
ら
を
「
塔
主
」
と
号
し
て
い
る
。
こ
れ
は
懐

奘
自
身
が
道
元
禅
師
塔
所
の
傍
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
塔
主
」
と
呼
ん
だ

方
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
意
味
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
永

平
寺
住
持
を
つ
と
め
は
し
た
が
、
今
も
道
元
禅
師
の
家
風
を
慕
う
弟
子
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
懐
奘
自
身
の
謙
遜
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
塔
主
」
と
し
て
の
懐
奘
は
、
単
な
る
守
塔
僧
と
し
て
軽

ん
じ
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。
一
方
、
瑩
山
禅
師
も
「
洞
谷
山
尽
未
来
際
置

文
」（
以
下
、「
尽
未
来
際
置
文
」）
に
お
い
て
、

　
　

能
州
酒
井
ノ
保
洞
谷
山
ハ
者
、
平
氏
酒
勾
ノ
八
郎
頼
親
ノ
嫡
女
、
法
名
ハ
祖
忍
、

清
浄
寄
進
ノ
之
浄
処
ナ
リ
。
故
ニ
紹
瑾
、
為
㍼一
生
偃
息
ノ
之
安
楽
ノ
地
㍽ト、
来
際
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為
㍼瑩
山
カ
遺
身
安
置
ノ
之
塔
頭
所
㍽ト。
是
以
自
身
ノ
嗣
書
・
先
師
嗣
書
・
師
翁
ノ

血
経
・
曽
祖
ノ
霊
骨
・
高
祖
ノ
語
録
㊥
安
二
置
シ
テ
当
山
之
奥
頭
㍽ニ、
而
名
㍼此
ノ

峰
㊥
称
㍼ス五
老
峰
㍽ト。
然
ラ
ハ
者
、
当
山
之
住
持
ハ
者
、
五
老
ノ
之
塔
主
ナ
リ
也
。

瑩
山
門
徒
ノ
中
、
守
㍼テ嗣
法
ノ
次
第
㍽ヲ、
可
㍼シ住
持
興
行
㍽ス（
瑩
山
禅
師
奉
讃
刊
行

会
編
『
瑩
山
禅
師
御
遺
墨
集
』、
大
本
山
總
持
寺
、
一
九
七
四
年
、
第
九
折
）。

と
、
永
光
寺
の
住
持
は
五
老
峰
の
「
塔
主
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
瑩

山
禅
師
に
お
い
て
は
、
永
光
寺
が
如
浄
か
ら
瑩
山
禅
師
自
身
に
至
る
祖
師
の
塔
所
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
五
老
峰
の
塔
主
が
住
持
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
塔
主
」
と
は
単
な
る
「
守
塔
僧
」
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
法
脈
を
断
絶
す
る
こ
と
な
く
紡
い

で
き
た
祖
師
の
塔
所
を
守
る
に
価
す
る
力
量
を
備
え
た
人
物
」
と
い
っ
た
意
味
が
内

包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
く
に
「
尽
未
来
際
置
文
」

で
は
、「
塔
主
」
が
「
住
持
」
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
非
常
に
重
要
な
意
味

を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
意
味
で
考
え
る
な
ら
ば
、『
洞
谷
記
』
に
お
い
て
瑩
山
禅
師
が
寂
円
を
「
塔

主
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
寂
円
が
宝
慶
寺
住
持
と
し
て
如
浄
や
道
元
禅
師
の
塔
所

を
守
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
呼
称
の
問
題
は
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
あ
る
い
は
、「
尽
未
来
際
置
文
」
に
お
い
て
、
永
光
寺
住
持
が
五

老
峰
の
塔
主
で
あ
る
と
述
べ
る
の
は
、
宝
慶
寺
に
お
い
て
祖
師
の
塔
所
を
守
る
寂
円

の
姿
か
ら
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。

三
、
発
菩
提
心

　

一
九
歳
に
お
け
る
寂
円
へ
の
参
学
に
つ
い
て
、『
洞
谷
記
』「
円
通
院
縁
起
」
で

は
、

　
　

十
九
ノ
秋
、
殊
ニ
発
心
シ
テ
而
求
㍾ム道
ヲ
。
終
ニ
充
㍼ス維
那
㍽ニ而
モ
寺
務
抜
群
ナ
リ
、

人
々
悉
随
喜
ス
。
于
㍾然
有
㍾テ人
於
㍾予
悪
口
ス
、
予
瞋
恚
増
発
ス
ル
而ノ

已ミ

、
犯
㍼ント

大
罪
㍽
企ク
ワ
タ

㍾ツ之
ヲ
。
時
ニ
翻
悔
シ
テ
而
思
念
ス
。
予
自
㍼幼
年
ノ
歳
㊥
抜
群
出
身
、
今

発
心
充
職
ス
、
所
㍾ハ望
為
㍼テ仏
法
統
領
㍽ト、
化
㍼導
ン
ト
人
天
㍽ヲ、
是
レ
大
願
ナ
リ
也
。

若
シ
作
㍼ハ悪
事
㍽ヲ、
此
身
必
ス
可
㍾
閑
イ
タ
ツ
ラ
ナ
ル
、
自
今
以
後
、
不
㍾シト
発
㍼瞋
恚
㍽ヲ、

自
然
ニ
慈
悲
柔
耎
シ
テ
、
而
今
為
㍼大
善
知
識
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
一
〇
ｂ
）。

と
語
ら
れ
て
い
る
。
瑩
山
禅
師
は
一
八
歳
で
発
心
し
た
後
、
一
九
歳
に
し
て
寂
円
に

参
じ
た
際
に
は
、
さ
ら
に
菩
提
心
を
起
こ
し
、
宝
慶
寺
の
維
那
職
に
充
て
ら
れ
る
ま

で
に
な
る
。
維
那
と
は
大
衆
の
修
行
を
統
括
管
掌
す
る
重
要
な
職
掌
で
あ
る
が
、
か

か
る
職
位
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
寂
円
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
維
那
と
し
て
活
躍
す
る
瑩
山
禅
師
を
悪
く
言

う
連
中
が
現
れ
る
。
彼
ら
に
対
す
る
怒
り
は
相
当
な
も
の
で
、「
大
罪
を
犯
さ
ん
と

之
れ
を
企
つ
」
と
述
懐
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
続
い
て
「
翻
悔
し
て
思
念
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
「
大
罪
」
が
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
瞋
恚
を
き
っ
か
け
と
し
て
、「
仏
法
の
統
領
と
な
り
、
人
天
を
化
導
す
」
と
い

う
大
願
を
発
し
、
瞋
恚
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
慈
悲
柔
軟
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
。

　

か
く
し
て
、
気
性
が
「
瞋
恚
過
人
」
か
ら
「
慈
悲
柔
耎
」
へ
と
変
化
し
た
瑩
山
禅

師
は
、
夢
に
示
現
し
た
弥
勒
菩
薩
か
ら
の
証
明
を
受
け
て
い
る
。『
洞
谷
記
』「
御
自

伝
」
末
尾
に
は
、

　
　

弥
勒
入
㍾夢
、
与
㍼青
蓮
華
大
座
㊥
転
㍾スル
コ
ト
生
ヲ
三
生
シ
テ
、
而
接
引
シ
テ
飛
空

ス
。
諸
天
妓
楽
ノ
奉
㍾送
㍼弥
勒
前
㊥
導
而
参
㍼兜
率
ノ
内
院
㊥
而
至
㍼不
退
転
位
㍽

（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
七
ｂ
）。
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と
あ
り
、
夢
に
現
れ
た
兜
率
天
の
弥
勒
菩
薩
に
参
じ
、
不
退
転
位
に
至
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
弥
勒
菩
薩
は
慈
氏
菩
薩
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
慈
悲
広
大
な
存
在
と

し
て
知
ら
れ
、
弥
勒
三
部
経
の
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
に
は
、

　
　

告
㍼舍
利
弗
㊥
若
於
㍼過
去
七
仏
所
㊥
得
㍾聞
㍼仏
名
㊥
礼
拝
供
養
、
以
㍼是
因

縁
㊥
浄
㍼除
業
障
⊿
復
聞
㍼弥
勒
大
慈
根
本
㊥
得
㍼清
浄
心
㊥
汝
等
今
当
㊦一
心
合

掌
、
帰
㍼依
未
来
大
慈
悲
者
⊿
我
当
㍼為
㍾汝
広
分
別
説
⊿
弥
勒
仏
国
従
㍼於
浄

命
㊥
無
㍼諸
諂
偽
㊥
檀
波
羅
蜜
・
尸
羅
波
羅
蜜
・
般
若
波
羅
蜜
、
得
㍼不
受
不

著
⊿
以
㍼微
妙
十
願
㍽大
荘
厳
、
得
㊦一
切
衆
生
起
㍼柔
軟
心
㊥
得
∮見
㍼弥
勒
大
慈

所
∑摂
、
生
㍼彼
国
土
㊥
調
㍼伏
諸
根
㊥
随
∫順
仏
化
㊧（『
大
正
蔵
』
一
四
・
四
二

九
ａ
）。

と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
の
仏
国
土
で
は
、
衆
生
が
み
な
柔
軟
心
（
慈
悲
心
）
を
起
こ

し
、
弥
勒
の
大
慈
に
摂
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
瑩
山
禅
師
の
夢
に
当
て
は
め

る
な
ら
ば
、
弥
勒
の
大
慈
悲
に
よ
っ
て
、「
慈
悲
柔
耎
」
を
感
得
し
、
以
後
、
瞋
恚

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
つ
い
に
菩
提
心
が
不
退
転
位
に
至
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
「
菩
提
心
」
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
と
、
瑩
山
禅
師
が
「
菩
提
心
」
と
い

う
語
を
用
い
る
場
合
、
そ
こ
に
は
衆
生
済
度
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
五
月
二
三
日
の
記
録
が
手
が
か
り
と
な
る
た
め
、
以

下
に
引
用
し
て
み
よ
う
。
こ
の
日
、
瑩
山
禅
師
は
生
々
世
々
に
お
け
る
発
菩
提
心
と

女
流
済
度
の
誓
願
を
立
て
る
が
、
発
菩
提
心
の
誓
願
に
は
、

　
　

一
願
ハ
者
、
於
∮発
㍼菩
提
心
ノ
之
今
）
10
（

生
㍽ニ、
本
師
宝
慶
円
和
尚
所
㊤ 

諸
共
ニ
、
為
㍼

慈
氏
菩
薩
証
明
㊥
発
㍾之
故
ニ
、
不
㍾顧
㍼身
命
㊥
生
々
世
々
、
可
∮如
㍼本
願
㍽護

持
㊧（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
四
ｂ
）。

と
あ
る
。
身
命
を
顧
み
ず
、
生
々
世
々
で
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
が
、

こ
の
誓
願
に
基
づ
い
て
何
を
目
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
右
に
引
い
た
箇
所
の
直
前

に
、

　
　

生
々
世
々
、
化
度
利
生
、
至
㍼等
正
覚
㊥
乃
至
有
㍼過
々
遠
々
罪
㊥
微
不
㍾能
㍾

消
、
以
㍾為
㍼我
珍
宝
㊥
救
㍼済
諸
ノ
衆
生
㊥
別
願
一
切
不
㍾管
（
古
写
本
『
洞
谷

記
』
四
ｂ
）。

と
し
て
、「
化
度
利
生
」
や
「
救
済
諸
衆
生
」
の
語
が
見
出
さ
れ
、
衆
生
済
度
を
目

的
に
立
て
ら
れ
た
誓
願
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
衆
生
済
度
へ
の
強
い
意
識
は
、

『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
末
尾
の
、

　
　

自
㍼証
果
㍽已コ

ノ

来カ
タ

、
五
百
生
来
、
興
法
利
生
ノ
之
現
身
ナ
リ
也
（
古
写
本
『
洞
谷

記
』
七
ｂ
）。

と
い
う
箇
所
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
鳩
婆
羅
樹
神
の
時
に
証
果
し
て
以
来
、
実

に
五
〇
〇
度
に
わ
た
る
転
生
を
繰
り
返
す
間
、
仏
法
を
興
隆
し
衆
生
を
利
益
し
て
き

た
と
す
る
。「
五
百
生
来
」
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て

衆
生
済
度
を
実
行
し
続
け
て
き
た
瑩
山
禅
師
が
、
最
晩
年
に
改
め
て
衆
生
済
度
の
誓

願
を
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
い
か
に
瑩
山
禅
師
自
身
に
と
っ
て
衆
生
済
度
が
重

要
な
課
題
で
あ
っ
た
か
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

瑩
山
禅
師
に
お
い
て
は
、
菩
提
心
に
基
づ
く
衆
生
済
度
が
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
発
菩
提
心
の
契
機
を
与
え
て
く
れ
た
寂
円
は
「
本
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
仏
道
修
行
に
お
い
て
は
、「
菩
提
心
を
お
こ
し
、
仏
道
修
行
に
お
も

む
く
」（『
正
法
眼
蔵
』「
説
心
説
性
」
巻
、『
道
元
禅
師
全
集
』
一
巻
、
春
秋
社
、
一

九
九
一
年
、
四
五
二
頁
）
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
発
菩
提
心
は
修
行
の
根
本
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
瑩
山
禅
師
に
と
っ
て
の
寂
円
と
は
、
真
の
仏
道
修
行
に

入
る
契
機
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
本
師
な
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
瑩
山
禅
師
は
不
退
転
位
に
至
っ
た
体
験
を
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
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瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

一
二
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
上
堂
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

老
僧
十
九
歳
ノ
時
、
不
死
ニ
シ
テ
生
㍼兜
率
天
㊥
登
㍼不
登
不
退
転
位
㍽ニ、
悉
ク
連
㍼

五
十
四
世
法
孫
㍽ニ、
恣
ニ
為
㍼二
十
五
世
嫡
孫
㍽ト（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
八
ｂ
）。

　

前
半
部
の
不
退
転
に
至
っ
た
経
緯
は
「
御
自
伝
」
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

後
半
部
の
不
退
転
位
に
至
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
五
四
世
、
菩
提

達
磨
か
ら
二
五
世
の
法
孫
と
な
っ
た
と
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
一
般
的
に
菩
薩
の

五
十
二
位
説
な
ど
で
言
わ
れ
る
十
住
の
第
七
不
退
転
位
と
は
、
信
仰
の
確
立
や
修
行

の
功
徳
が
退
失
し
な
く
な
る
位
階
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
悟
り
を
成
就
し
て

法
灯
を
嗣
ぐ
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
い
。
そ
れ
が
晩
年
の
上
堂
で
は
、

一
九
歳
に
お
い
て
不
退
転
位
に
到
達
し
た
経
験
を
、
禅
宗
の
正
嫡
に
連
な
っ
た
か
の

よ
う
に
語
る
の
は
、
自
身
の
行
履
を
振
り
返
っ
た
際
に
、
菩
提
を
成
就
す
る
第
一
歩

と
な
っ
た
、
き
わ
め
て
重
大
な
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

四
、
発
菩
提
心
以
後
の
動
向
─
聞
声
悟
道
と
大
悲
闡
提
の
誓
願
─

　

寂
円
に
参
学
し
て
以
後
、
瑩
山
禅
師
が
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
た
ど
っ
た
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
く
、「
御
自
伝
」
は
、

　
　

廿
二
シ
テ
聞
声
悟
道
。
廿
五
シ
テ
如
㍼ク観
音
㍽発ヲ
コ

㍼ス大
悲
闡
提
ノ
之
弘
誓
ノ
願
㍽ヲ（
古

写
本
『
洞
谷
記
』
七
ｂ
）。

と
し
て
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
二
歳
の
聞
声
悟
道
と
正
応
元
年
（
一
二
八

八
）
二
五
歳
の
誓
願
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
宝
慶
寺
で
の
出
来
事
で
あ
っ

た
の
か
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
跡
を
検
討
し
て
み
る
と
、
二
二
歳
の
聞
声
悟
道
に
つ
い
て
は
、
内

容
が
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
）
11
（
い
。

　

次
に
、
正
応
元
年
に
立
て
た
、
観
音
菩
薩
の
如
き
大
悲
闡
提
の
誓
願
で
あ
る
が
、

大
悲
闡
提
と
は
す
べ
て
の
衆
生
を
成
仏
さ
せ
た
後
に
、
自
己
が
成
仏
し
よ
う
と
い
う

大
悲
の
心
に
基
づ
く
誓
い
を
立
て
る
こ
と
で
、
自
未
得
度
先
度
他
の
誓
願
を
立
て
た

こ
と
に
な
る
。
先
に
見
た
、
不
退
転
の
菩
提
心
が
信
決
定
等
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深

化
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
瑩
山
禅
師
は
、
懐
奘
・
義
介
・
義
演
・
寂
円
と
い
う
当
時
の
曹
洞

宗
教
団
を
代
表
す
る
禅
僧
に
参
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
寂
円
下
で
の
参

学
が
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
聞
声
悟
道
や
大
悲
闡
提
の
誓
願
が
い
っ
た
い
ど
こ
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。『
洞
谷
記
』
が
何
も
記
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

宝
慶
寺
に
掛
錫
中
の
出
来
事
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
意

し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
期
間
に
瑩
山
禅
師
が
義
介
に
参
じ
て
い
た
か
の
よ
う
に

語
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
）
12
（
が
、『
洞
谷
記
』
に
は
、
こ
の
期
間
に
義
介
へ
参
じ
た
と
は

一
言
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
瑩
山
禅
師
の
出
家
を
許
可
し
た
の
は
義

介
そ
の
人
で
あ
る
が
、
義
介
は
瑩
山
禅
師
出
家
の
翌
年
に
退
董
し
、
そ
の
後
、
永
仁

元
年
（
一
二
九
三
）
に
大
乘
寺
へ
移
る
ま
で
の
二
一
年
間
は
永
平
寺
麓
の
養
母
堂
を

中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
永
平
寺
か
ら
は
や
や
距
離
を
置
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
瑩
山
禅
師
が
再
び
義
介
に
参
じ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
城
万
寺
晋
住

以
後
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
義
介
に
参
学
し
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
義
介
へ
の
参
学
の
有
無
に
つ
い
て
は
、『
洞
谷
記
』
等
の
中
世
成
立
資
料
に

よ
る
限
り
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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五
、
城
万
寺
住
持
へ
の
就
任

　
『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
に
は
、

　
　

廿
八
シ
テ
充
㍼阿
州
海
部
城
万
寺
ノ
住
持
㍽ニ（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
七
ｂ
）。

と
あ
り
、
瑩
山
禅
師
は
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）、
二
八
歳
で
海
部
の
城
万
寺
（
徳

島
県
海
部
郡
、
現
城
満
寺
）
住
持
と
な
っ
）
13
（

た
。
城
万
寺
開
創
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

瀧
谷
琢
宗
氏
が
、

　
　

細
川
刑
部
大
輔
頼
春
の
属
将
に
阿
波
国
海
部
の
郡
司
某
と
て
加
州
富
樫
氏
の
縁

族
な
り
。
是
人
嘗
て
国
師
の
道
望
を
聞
き
、
傾
慕
瞻
仰
深
か
り
し
が
、
こ
の
年

采
地
に
城
満マ

マ

寺
を
建
て
、
国
師
を
請
し
て
此
に
住
せ
た
て
ま
つ
り
、
大
に
敬
礼

を
加
へ
て
法
化
を
希
が
ひ
た
り
し
か
ば
、
遠
近
の
緇
素
、
徳
に
嚮
ひ
風
に
帰
す

る
者
、
夥
し
か
り
し
と
な
ん
（『
總
持
開
山
太
祖
略
伝
』、
鴻
盟
社
、
一
八
七
九

年
、
一
七
丁
裏
〜
一
八
丁
表
）。

と
述
べ
て
以
来
、
富
樫
氏
の
縁
者
に
よ
っ
て
瑩
山
禅
師
が
拝
請
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
東
隆
眞
氏
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
富
樫
氏
縁
者
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
細
川
頼
春
（
一
二
九
九
、
ま
た
は
一
三
〇
四
〜
一
三
三
六
）
は
、
瑩
山
禅
師

が
城
万
寺
に
住
し
た
正
応
四
年
に
は
未
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
（『
瑩
山
禅
師
の
研

究
』
八
一
頁
）、
瀧
谷
氏
の
説
が
成
り
立
た
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
説

は
、『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
巻
二
の
、

　
　

阿
州
郡
将
嚮
㍼師
道
望
⊿
建
㍼城
満
寺
㊥
迎
㍾師
居
㍾焉
。
大
加
㍼礼
敬
㍽（『
曹

全
』
史
伝
上
、
二
四
五
ａ
）。

等
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
の
記
述
か
ら
は
富
樫
氏

と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

城
万
寺
と
富
樫
氏
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
瑩
山
禅
師
が
義
介
の
法
嗣
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
義
介
は
斉
藤
系
藤
原
氏
の
出
身
で
、
大
乘
寺
開

基
・
富
樫
家
尚
（
？
〜
一
三
二
九
）
と
は
親
戚
関
係
に
あ
た
り
、
か
か
る
関
係
が
大

乘
寺
へ
の
義
介
拝
請
の
一
要
因
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
14
（

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
義
介
と
富
樫
氏
の
関
係
で
あ
り
、
瑩
山
禅
師
と
富
樫
氏
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
義
介
が
大
乘
寺
へ
入
寺
す
る
準
備
段
階
か

ら
家
尚
ら
と
接
触
し
、
そ
の
過
程
で
家
尚
が
瑩
山
禅
師
と
知
遇
を
得
た
と
仮
定
す
る

こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
先
述
の
通
り
、
城
万
寺

晋
住
以
前
の
瑩
山
禅
師
と
義
介
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
城

万
寺
へ
の
晋
住
を
無
理
に
富
樫
氏
と
結
び
つ
け
る
の
は
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
る
と
思

わ
れ
）
15
（

る
。六

、
異
例
の
住
持
就
任

　

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
瑩
山
禅
師
は
誰
の
法
を
嗣
ぐ
こ
と
も

な
く
、
住
持
と
し
て
出
世
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
城
万
寺
晋
住
に
先
立
っ

て
、
瑩
山
禅
師
は
一
九
歳
で
寂
円
に
参
学
し
た
折
り
に
は
不
退
転
位
に
入
り
、
二
二

歳
で
は
聞
声
悟
道
の
体
験
を
得
る
な
ど
、
二
八
歳
当
時
の
瑩
山
禅
師
は
、
か
な
り
の

宗
教
的
境
涯
に
達
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
瑩
山
禅
師
が
義
介
に
嗣
法
す
る

の
は
三
二
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
、
い
ま
だ
に
義
介
か

ら
嗣
法
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
嗣
法
を
経
ず
に
禅
宗
寺
院
の
住

持
と
な
っ
た
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
未
嗣
法
の
状
態
に
お
け
る
城
万
寺
へ
の

昇
住
は
、
禅
宗
史
の
中
で
も
き
わ
め
て
特
例
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
）
16
（
い
。
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瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

七
、
義
演
か
ら
の
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
伝
授

　

城
万
寺
入
寺
後
の
動
向
に
つ
い
て
、『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
で
は
、

　
　

廿
九
就
㍼永
平
寺
演
老
㍽ニ、
所
㍾許
㍼可
受マ
マ

戒
ノ
作
法
㍽ヲ。
即
年
冬
初
、
始
開
㍼戒

法
㊥
最
初
度
㍼五
人
⊿
至
㍼卅
一
㊥
度
㍼七
十
余
人
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
七

ｂ
）。

と
さ
れ
る
。
晋
住
の
翌
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）、
瑩
山
禅
師
は
受
業
師
で
あ
る
永

平
寺
義
演
か
ら
、
授
戒
作
法
の
許
可
を
受
け
て
い
る
。「
受
戒
の
作
法
」
と
は
、
大

乘
寺
所
蔵
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』（
以
下
、「
大
乘
寺
本
」
と
略
称
）
奥
書
に
、

　
　

右
正
応
五
秊
八
月
十
三
日
、
在
㍼于
永
平
寺
之
妙
高
堂
㊥
而
申
㍼出
正
本
㍽書
写

畢
。

　
　

同
十
九
日
、
在
㍼于
丈
室
㍽而
読
校
了
、
同
伝
㍼授
作
法
㍽了
。

　
　

此
本
相
伝
伝
持
以
来
卅
年
、
入
㍼血
脈
袋
㍽所
持
。
今
元
応
三
年
辛
酉
二
月
時
正

日
、
付
㍼授
参
学
小
師
素
哲
・
韶
碩
都
寺
⊿

　
　

能
州
洞
谷
紹
瑾
。
在
㍼丈
室
妙
荘
厳
院
㍽授
与
。　

在
㍼御
判
㍽（『
続
曹
全
』
宗

源
補
遺
・
禅
戒
・
室
中
、
四
二
ａ
）。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
に
基
づ
く
授
戒
作
法
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
瑩
山
禅
師
は
正
応
五
年
八
月
一
三
日
に
、
永
平

寺
の
妙
高
堂
で
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
の
「
正
本
」
を
書
写
し
終
え
て
い
る

が
、「
正
本
」
と
は
お
そ
ら
く
道
元
禅
師
の
真
筆
本
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
）
17
（
る
。
そ

の
後
、
一
九
日
に
か
け
て
、
永
平
寺
の
方
丈
で
の
対
較
校
合
、
作
法
の
伝
授
が
行
わ

れ
た
。
作
法
の
伝
授
が
永
平
寺
方
丈
で
行
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
瑩
山
禅
師
に
作
法

を
伝
授
し
た
の
が
当
住
の
義
演
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
）
18
（
う
。

　

こ
の
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
は
、
道
元
禅
師
が
『
御
遺
言
記
録
』
に
お
い

て
、

　
　

我
宗
門
伝
㍼授
菩
薩
戒
㊥
尤
一
大
事
因
縁
也
（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
巻
、
春
秋

社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
二
頁
）。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
宗
門
に
お
い
て
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
）
19
（
る
。
ま
た
、『
御
遺
言
記
録
』
の
記
述
か
ら
は
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
の

伝
授
が
嗣
法
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
）
20
（
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
、

瑩
山
禅
師
は
城
万
寺
晋
住
当
時
、
誰
の
法
も
嗣
い
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
義
演
は
瑩
山
禅
師
の
受
業
師
で
あ
り
、
瑩
山
禅
師
は
自

ら
に
戒
を
授
け
て
く
れ
た
師
を
頼
っ
て
、
授
戒
作
法
の
伝
授
を
求
め
た
こ
と
に

な
）
21
（
る
。

八
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
『
出
家
略
作
法
文
』
の
相
伝

　

瑩
山
禅
師
は
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
に
基
づ
く
授
戒
作
法
を
義
演
か
ら
許
可

さ
れ
た
際
に
、
あ
わ
せ
て
『
出
家
略
作
法
文
』
も
相
伝
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
ぜ
な
ら
、
中
世
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
を
伝
授
す
る

前
後
に
、『
出
家
略
作
法
文
』
を
も
あ
わ
せ
て
相
伝
し
て
い
る
例
が
見
出
さ
れ
、
瑩

山
禅
師
も
弟
子
に
対
し
て
同
様
に
双
方
を
相
伝
し
て
い
る
た
め
で
あ
）
22
（
る
。
以
下
に
事

例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
楞
厳
寺
（
新
潟
県
上
越
市
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
出
家
略
作
法
文
』（
以

下
、
楞
厳
寺
本
）
奥
書
に
は
、

　
　

右
正
応
五
年
八
月
十
三
日
、
在
㍼ゞマ

マ

永
平
寺
之
妙
高
堂
㍽而
申
㍼出
正
本
㍽書
写

畢
。
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

　
　

同
十
九
日
、
在
㍼丈
室
㍽而
読
校
了
、
同
伝
㍼授
作
法
㍽了
。

　
　

此
本
相
伝
伝
持
以
来
廿
九
年
、
入
㍼血
脈
袋
㍽所
持
。

　
　

今
永
徳
四
年
甲
子
二
月
廿
七
日
、
伝
㍼授
参
学
小
師
慧
明
⊿

　
　

異
世
摂
州
青
原
寂
霊
在
㍼永
沢
寺
方
丈
㍽授
㍼与
之
⊿

　
　

永
徳
四
年
甲
子
二
月
廿
七
日
、
伝
㍼与
慧
明
侍
者
㍽（
渡
部
賢
宗
「
楞
厳
寺
所
蔵

の
『
出
家
略
作
法
文
』
に
つ
い
て
」、『
宗
学
研
究
』
二
八
、
一
九
八
六
年
、
一

一
九
頁
）。

と
あ
る
。
奥
書
末
尾
か
ら
は
、
永
徳
四
年
（
南
朝
の
元
中
元
年
、
一
三
八
四
）
二
月

二
七
日
に
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
〜
九
一
）
か
ら
了
庵
慧
明
（
一
三
三
七
〜
一
四
一

一
）
に
相
伝
さ
れ
た
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
相
伝
の
次
第
は
瑩
山
禅

師
│
峨
山
韶
碩
│
寂
霊
│
慧
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
）
23
（

う
。

　

冒
頭
部
分
（「
入
㍼血
脈
袋
㍽所
持
」
ま
で
）
を
見
る
と
、
大
乘
寺
本
の
奥
書
と
ほ

と
ん
ど
同
文
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
此
本
相
伝
伝
持
以
来
廿

九
年
、
入
㍼血
脈
袋
㍽所
持
」
に
注
目
し
て
み
る
と
、
相
伝
伝
持
以
来
の
年
数
が
大
乘

寺
本
の
「
三
十
年
」
と
は
一
年
異
な
っ
て
お
り
、
大
乘
寺
本
で
は
こ
の
箇
所
に
続
い

て
記
さ
れ
る
瑩
山
禅
師
か
ら
韶
碩
へ
の
相
伝
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
冒
頭
部
分
の
表
現
と
日
時
が
大
乘
寺
本
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
瑩
山
禅
師
か
ら
の
相
伝
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
師
資
の
間
で
順
次
受

け
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
相
伝
資
料
の
性
格
上
、
相
伝
す
る
師
資
の
名
が
新
た
に
追

加
さ
れ
て
い
く
過
程
で
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
楞
厳
寺
本
と
大
乘
寺
本
の
奥
書
か
ら
は
、『
出
家
略
作
法
文
』
が
元
応

二
年
（
一
三
二
〇
）
に
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
が
元
応
三
年
に
、
瑩
山
禅
師

か
ら
韶
碩
に
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
受
け
取
っ
て
問
題
は
な
か
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
楞
厳
寺
に
は
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
奥

書
に
は
、

　
　

延
文
元
年
〈
丙
申
〉
八
月
時
伝
㍼与
寂
霊
侍
者
⊿

　
　

永
徳
四
年
〈
甲
子
〉
二
月
廿
七
日
伝
㍼授
参
学
小
師
慧
明
侍
者
⊿

　
　

永
沢
寂
霊
授
㍼与
之
⊿　

在
御
判
（
渡
部
氏
前
掲
論
文
、
一
二
一
頁
）。

と
あ
り
、
永
徳
四
年
二
月
二
七
日
に
、
寂
霊
か
ら
慧
明
へ
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法
』
と
『
出
家
略
作
法
文
』
の
両
書
が
相
伝
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

右
の
よ
う
な
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
『
出
家
略
作
法
文
』
を
相
伝
す
る

と
い
う
事
例
は
、
瑩
山
禅
師
と
孤
峰
覚
明
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
一
）
の
間
に
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

瑩
山
禅
師
が
覚
明
に
相
伝
し
た
資
料
と
し
て
、『
得
度
授
戒
作
法
』（
花
園
大
学
情

報
セ
ン
タ
ー
今
津
文
庫
所
蔵
）
と
い
う
出
家
作
法
書
が
知
ら
れ
て
い
）
24
（

る
。『
得
度
授

戒
作
法
』
に
は
、
在
俗
者
の
出
家
作
法
を
記
し
た
『
得
度
授
戒
作
法
』
と
『
受
経
作

法
』
の
二
編
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
相
伝
経
緯
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
ず
、
年
代
的
に
古
い
奥
書
が
記
さ
れ
る
『
受
経
作
法
』
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　

元
亨
三
年
七
月
解
制
後
日
、
能
州
洞
谷
山
永
光
禅
寺
、
到
㍼于
方
丈
㊥
伝
㍼授

之
⊿
先
法
花
経
、
次
受
㍼梵
網
経
⊿
已
次
受
㍼伝
二
本
聖
経
㍽〈
云
々
〉。

　
　

渡
宋
比
丘
覚
明
五
十
三
（『
得
度
授
戒
作
法
』
二
一
丁
裏
〜
二
二
丁
表
）。

　

元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
七
月
一
五
日
の
解
制
後
、
覚
明
は
永
光
寺
の
方
丈
に
お

い
て
、
瑩
山
禅
師
か
ら
『
受
経
作
法
』
を
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
。
覚
明
は
元
亨
三
年

六
月
以
前
か
ら
瑩
山
禅
師
に
参
じ
る
）
25
（

が
、
膝
下
に
帰
投
し
て
よ
り
ほ
ど
な
く
し
て

『
受
経
作
法
』
の
相
伝
を
受
け
、
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』

を
伝
授
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
）
26
（
と
、
覚
明
に
対
す
る
瑩
山
禅
師
の
信
任
は
相
当
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瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

厚
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
）
27
（
う
。

　

ま
た
、『
受
経
作
法
』
の
相
伝
に
つ
い
て
は
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
『
一
心
戒
和

解
』（『
円
頓
三
聚
一
心
戒
』
と
も
）
の
奥
書
に
、

　
　

外
ニ
出
家
作
法
ノ
奥
ニ
于
時
元
享マ
マ

三
年
七
月
解
制
後
日
、
能
登
州
洞
谷
山
永
光
禅

寺
、
到
㍼于
方
丈
㍽伝
受
云
、
先
法
華
、
次
ニ
受
㍼梵
網
経
⊿
已
上
受
㍼伝
二
本
聖

経
㍽畢
云
々
。

　
　
　
　

奥
書
云
、

　
　

栄
西
述
作
一
心
戒
和
解　

一
巻

　
　

孤
峰
比
丘
覚
明
重
編
シ
テ
為
㍼寂
光
蔵
主
時
五
十
歳
⊿

　
　

奥
州
河
俟
村
頭
陀
寺
ノ
徹
照
、
秘
㍼持
覚
明
禅
師
親
筆
本
㍽ヲ令
㍾写
者
也
（
多
賀

宗
隼
『
論
集
中
世
文
化
史
』
下
、
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
一
九
四
〜
一
九
五

頁
）。

と
あ
っ
て
、『
受
経
作
法
』
の
奥
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
覚
明
へ
の
相

伝
は
確
実
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
覚
明
は
伝
栄
西
撰
の
『
一
心
戒

和
解
』
を
も
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
一
心
戒
和
解
』
の
相
伝
経

路
に
は
、
瑩
山
禅
師
あ
る
い
は
覚
明
の
師
で
あ
る
無
本
覚
心
（
一
二
〇
七
〜
一
二
九

八
）
か
ら
の
伝
授
が
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
性
急
に

結
論
を
出
す
こ
と
は
控
え
て
お
き
た
）
28
（
い
。

　

次
に
、『
得
度
授
戒
作
法
』
奥
書
に
は
、

　
　

元
亨
四
年
〈
甲
子
〉
六
月
廿
八
日
書
㍾之
授
㍼明
庵
主
⊿

　
　

能
州
洞
谷
開
山
紹
瑾
示
。

　
　

瑩
山　

紹
瑾
〈
御
在
判
〉（
一
六
丁
裏
〜
一
七
丁
表
）。

と
あ
り
、
元
亨
四
年
（
正
中
元
年
、
一
三
二
四
）
六
月
二
八
日
に
『
得
度
授
戒
作

法
』
を
相
伝
し
て
い
る
。
こ
の
翌
年
、
覚
明
は
瑩
山
禅
師
か
ら
嗣
法
）
29
（
し
、
出
雲
国
に

雲
樹
寺
（
島
根
県
安
来
市
）
を
開
創
す
る
。

　

右
に
示
し
た
通
り
、
瑩
山
禅
師
は
覚
明
に
対
し
て
元
亨
三
年
に
『
受
経
作
法
』
と

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
を
、
翌
元
亨
四
年
に
は
『
得
度
受
戒
作
法
』
を
伝
授
す

る
。
先
に
見
た
楞
厳
寺
所
蔵
資
料
と
異
な
る
の
は
、
覚
明
に
は
『
出
家
略
作
法
文
』

で
は
な
く
、『
受
経
作
法
』
と
『
得
度
授
戒
作
法
』
を
相
伝
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
出
家
略
作
法
文
』・『
受
経
作
法
』・『
得
度
授
戒
作
法
』
は
い
ず
れ
も
出
家
作
法
を

記
し
た
書
で
あ
る
が
、
瑩
山
禅
師
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
に
は
『
出
家
略
作
法
文
』
を
授

け
、
そ
れ
以
外
の
僧
に
は
『
受
経
作
法
』・『
得
度
授
戒
作
法
』
を
授
け
る
な
ど
の
区

別
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
楞
厳
寺
所
蔵
の
『
出
家
略
作
法
文
』
奥
書
か
ら
は
瑩
山
禅
師
が

同
書
を
韶
碩
に
相
伝
し
た
こ
と
が
間
接
的
に
う
か
が
わ
れ
、『
得
度
授
戒
作
法
』

は
、
瑩
山
禅
師
が
覚
明
に
出
家
作
法
書
を
伝
授
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

以
上
の
事
例
か
ら
は
、
瑩
山
禅
師
当
時
の
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩

戒
作
法
』
と
『
出
家
略
作
法
文
』（
あ
る
い
は
『
受
経
作
法
』・『
得
度
授
戒
作
法
』）

の
双
方
を
弟
子
に
相
伝
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瑩
山
禅
師
自
身
も
義
演
か
ら

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
と
も
に
『
出
家
略
作
法
文
』
を
相
伝
し
て
い
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

相
伝
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
慧
明
の
場
合
は
双
方
を
同
日
に
相
伝
し
て
お
り
、
韶

碩
や
覚
明
は
相
伝
の
日
時
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
瑩
山
禅
師
の
場
合
は
、『
仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
作
法
』
を
義
演
よ
り
伝
授
さ
れ
た
以
外
に
、
永
平
寺
へ
上
山
し
た
こ
と
を

記
録
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
の
伝
授
と
同
時

に
『
出
家
略
作
法
文
』
の
相
伝
も
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
城
万
寺
に
晋
住
し
た
直
後
に
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
お

よ
び
『
出
家
略
作
法
文
』
の
許
可
を
も
ら
う
べ
く
永
平
寺
へ
義
演
を
訪
ね
な
く
て
は
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
弟
子
へ
の
伝
戒
作
法
（『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法
』）
や
在
俗
者
の
出
家
作
法
（『
出
家
略
作
法
文
』）
が
記
さ
れ
る
両
書
の
性
格
を

考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
作
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
は
、
阿
波

の
当
地
に
お
い
て
弟
子
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
持
と
し
て
の
活
動
に
多
く
の
制

約
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
想
定
さ
れ
よ
う
。
は
た
し
て
、
瑩
山
禅
師

は
、
義
演
よ
り
授
戒
作
法
を
許
可
さ
れ
た
直
後
の
冬
よ
り
、
鉄
鏡
眼
）
30
（

可
（
？
〜
一
三

二
一
）
を
は
じ
め
五
名
の
弟
子
に
授
戒
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
三
一
歳
（
永
仁
二
年

〈
一
二
九
四
〉）
に
至
る
ま
で
の
足
か
け
三
年
間
で
七
〇
余
名
に
戒
を
授
け
て
い
る
。

授
戒
活
動
は
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
、
元
亨
年
間
（
一
三
二
一
〜
二
三
）
ま

で
に
瑩
山
禅
師
が
授
戒
し
た
人
数
は
七
〇
〇
名
以
上
に
の
ぼ
）
31
（

る
。

（
つ
づ
く
）

（
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP

20K
21941

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
）

注（
1
） 

『
永
平
寺
三
祖
行
業
記
』（
以
下
、『
三
祖
行
業
記
』
と
略
称
）「
三
祖
介
禅
師
」
に

は
、

　
　

文
永
四
年
丁
卯
四
月
八
日
入
院
。
供
衆
起
造
、
説
法
具
足
、
鐘
鼓
分
明
、
香
焼

不
㍾絶
、
叢
席
一
興
。
所
縁
具
足
、
緇
白
皆
言
、
可
㍾謂
㍼永
平
中
興
⊿
文
永
九
年

壬
申
二
月
退
院
（『
曹
洞
宗
全
書
』〈
以
下
、『
曹
全
』
と
略
称
〉
史
伝
上
、
八
ａ
）。

 

と
あ
り
、
瑩
山
禅
師
が
出
家
し
た
翌
年
ま
で
永
平
寺
に
住
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

（
2
） 

拙
稿
「
瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
一
）
│
伝
記
資
料
の
成
立
過
程
と
そ
の
問
題
点

│
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
九
、
二
〇
二
一
年
）
七
八
〜
七
九
頁
参
照
。

（
3
） 

永
平
寺
住
持
の
次
第
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
秀
憲
「
道
元
禅
師
滅
後
の
永
平
寺
僧
団
に

つ
い
て
」（
平
井
俊
榮
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』、
春
秋
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
に
し
た
が
っ
た
。
伊
藤
氏
の
説
に
し
た
が
う
と
、
道
元
禅
師
滅
後
の
永

平
寺
住
持
は
、

　
　

建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
　
〜
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
　　

…
…
懐
奘

　
　

文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
　
〜
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
　　

…
…
義
介

　
　

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）　 

〜
文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
　
…
…
懐
奘
の
再
住

　
　

文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
〜
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
こ
ろ
…
…
義
演

 

と
次
第
す
る
。

（
4
） 

總
持
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
住
山
記
』
巻
一
に
は
、
瑩
山
禅
師
の
受
業
師
は
「
永
平

奘
」（
納
冨
常
天
・
尾
崎
正
善
編
『
住
山
記
│
總
持
禅
寺
開
山
以
来
住
持
之
次
第
│
』

本
編
、
大
本
山
總
持
寺
、
二
〇
一
一
年
、
一
頁
）
と
あ
り
、
懐
奘
が
受
業
師
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。『
住
山
記
』
巻
一
は
、
總
持
寺
七
二
世
春
谷
宗
葩
（
永
享
二
年
〈
一
四
三

〇
〉
一
一
月
一
九
日
輪
住
）
が
製
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
（
前
掲
書
「
緒
言
」）、
瑩
山

禅
師
示
寂
か
ら
約
二
〇
〇
年
の
時
を
隔
て
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
注（
2
）拙
稿

で
述
べ
た
通
り
、
中
世
の
間
に
瑩
山
禅
師
の
詳
細
な
伝
が
作
成
さ
れ
た
形
跡
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
ず
、
唯
一
中
世
に
成
立
し
た
『
仏
祖
正
伝
記
』
も
、「
従
㍾師
披
剃
具
戒
」

（『
続
曹
洞
宗
全
書
』〈
以
下
、『
続
曹
全
』
と
略
称
〉
寺
誌
・
史
伝
、
三
一
五
ａ
）
と
す

る
ば
か
り
で
受
業
師
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
宗
葩

は
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
住
山
記
』
を
撰
述
し
た
こ
ろ
に

流
布
し
て
い
た
「
瑩
山
禅
師
の
受
業
師
が
懐
奘
で
あ
る
」
と
い
う
伝
承
に
よ
っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
に
記
さ
れ
る
「
懐
奘
の
末
後
小
師
と
な
っ
た
」

と
い
う
記
述
か
ら
は
、「
受
業
師
が
懐
奘
で
あ
っ
た
」
と
い
う
見
解
が
導
か
れ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

（
5
） 

た
と
え
ば
、
佐
橋
法
龍
氏
は
「（
義
演
は
）「
三
代
相
論
」
で
激
し
く
義
介
と
対
立

し
、
遂
に
は
義
介
を
永
平
寺
の
猊
座
か
ら
放
逐
し
た
、
瑩
山
に
と
っ
て
は
憎
む
べ
き
師

の
仇
敵
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
義
演
に
瑩
山
が
菩
薩
戒
の
伝

授
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
宗
学
界
で
の
解
き
難
い
難
問
も
し
く
は
謎
」（『
人
間
瑩

山
』、
春
秋
社
、
一
九
七
九
年
、
一
九
七
頁
、（　

）
内
は
引
用
者
）
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

（
6
） 
永
平
寺
住
持
が
義
介
か
ら
義
演
に
至
る
期
間
に
永
平
寺
で
は
三
代
相
論
が
起
こ
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
詳
論
し
た
た
め
、
今
は
触
れ
な
い

で
お
く
。
三
代
相
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。「
三
代
相
論
の
諸
問
題
」

（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
五
〇
、
二
〇
一
七
年
ａ
）、「
三
代
相
論
の

諸
相
│
『
瑩
峨
行
実
集
録
』
所
収
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
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瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
八
、
二
〇
一
七
年
ｂ
）、「
三
代
相
論
管
窺
」（『
傘
松
』
八
九

〇
、
二
〇
一
七
年
ｃ
）、「『
宝
慶
由
緒
記
』
に
お
け
る
三
代
相
論
の
成
立
」（『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
六
六
│
一
、
二
〇
一
七
年
ｄ
）。

（
7
） 
『
三
祖
行
業
記
』「
三
祖
介
禅
師
」
の
、

　
　

文
永
九
年
壬
申
二
月
退
院
。
建
㍼養
母
堂
㍽養
㍾母
。
…
…
庵
居
隠
遁
逸
㍼二
十
一

年
㍽（『
曹
全
』
史
伝
上
、
八
ｂ
）。

 

お
よ
び
、『
永
平
第
三
代
大
乘
開
山
大
和
尚
遷
化
喪
事
規
記
』（
以
下
、『
義
介
喪
記
』

と
略
称
）「
抄
剳
式
」
の
、

　
　

文
永
九
年
造
退
、
而
至
㍼正
応
五
年
㍽廿
一
年
、
隠
㍼居
永
平
寺
麓
㍽（
東
隆
眞
編

『
大
乘
寺
開
山
徹
通
義
介
禅
師
関
係
資
料
集
』〈
以
下
、『
義
介
資
料
集
』
と
略

称
〉、
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
三
頁
）。

 

に
よ
る
。

（
8
） 

一
八
歳
で
の
発
心
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
洞
谷
記
』
の
「
円
通
院
縁
起
」
に
も
、

　
　

于
㍾時
、
予
自
十
八
ノ
冬
、
発
㍼道
心
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
一
〇
ｂ
）。

 

と
見
出
さ
れ
る
。

（
9
） 

『
宝
慶
由
緒
記
』
に
、

　
　

弘
長
元
年
辛
酉
、
同
国
大
野
郡
木
本
野
奧
銀
椀
峰
之
麓
分
入
、
安
㍼坐
石
上
㍽山
居

給
。
人
不
㍾知
㍾之
。
不
思
議
哉
、
無
㍾何
牛
与
犬
忽
然
来
、
在
㍼左
右
㍽随
㍼師
任

務
⊿
方
丈
谷
・
坐
禅
石
・
牛
塚
・
犬
塚
、
今
在
㍾之
。〈
師
石
上
ノ
禅
定
十
八
年
ニ
シ

テ
不
㍼下
山
㊥
其
後
伽
藍
成
就
ノ
間
ニ
、
方
丈
谷
エ
席
ヲ
移
シ
給
フ
也
〉。
弘
長
年
中
、

野
州
之
太
守
藤
氏
、
山
狩
之
節
、
拝
寂
円
禅
師
為
㍼帰
依
檀
那
㊥
後
受
㍼菩
薩
戒
⊿

真
空
沙
弥
是
也
。
遂
造
㍼立
一
宇
㊥
名
㍼宝
慶
寺
㊥
請
㍼寂
円
禅
師
㍽為
㍼開
山
⊿
此

時
諸
堂
未
㍼円
備
⊿
弘
安
元
年
戊
寅
年
、
□
檀
那
受
菩
薩
戒
之
弟
子
智
円
沙
弥
、

直
学
㍼天
童
山
之
境
㊥
造
㍼立
七
堂
伽
藍
㊥
捨
㍼山
林
田
産
㊥
西
明
寺
殿
之
為
㍼菩
提

所
⊿
従
㍾斯
四
衆
如
㍾雲
集
、
為
㍼天
下
之
大
叢
林
⊿
得
悟
者
多
（
大
久
保
道
舟
編

『
曹
洞
宗
古
文
書
』
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
六
一
八
頁
、〈　

〉
は
割

注
を
示
す
、
以
下
同
）。

 

と
あ
る
。『
宝
慶
由
緒
記
』
は
、
永
平
寺
一
三
世
建
綱
（
一
四
一
三
〜
六
八
頃
）
の
作

と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
そ
の
成
立
年
代
に
対
す
る
疑
義
が
提
出
さ
れ
、
成
立
が
近

世
ま
で
降
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
注（
6
）
二
〇
一
七
年
ｄ
拙
稿
参
照
）。
し
か

し
、『
宝
慶
由
緒
記
』
を
除
外
す
る
と
寂
円
伝
は
ま
っ
た
く
の
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
こ
こ
で
は
『
宝
慶
由
緒
記
』
の
説
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

（
10
） 

本
文
は
「
生
々
」（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
四
ｂ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
右
傍
に
付
さ
れ

た
校
異
に
「
今
生
イ
ニ
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
文
意
が
通
る
た
め
「
今
生
」
に
改

め
た
。

（
11
） 

『
洞
谷
五
祖
行
実
』
の
名
で
も
知
ら
れ
る
『
御
開
山
及
四
哲
行
状
略
記
』（
以
下
、

『
御
開
山
略
記
』
と
略
称
）
に
は
、

　
　

廿
二
歳
偶〳
〵
閲
㍼シテ
父
母
所
生
眼
悉
見
三
千
界
ト
云
教
文
㍽ヲ、
倏
チ
省
悟
ス
。
云
ク
、

変
㍼シテ
自
己
㍽ヲ為
㍼シ万
物
㍽ト、
変
㍼シテ
万
物
㍽ヲ為
㍼ス自
己
㍽ト。
清
風
ト
与
㍼名
月
㍽ト、
依
然
ト
シ

テ
在
㍼リ目
前
㍽ニ（
第
二
〜
三
折
）。

 

と
あ
り
、『
法
華
経
』「
法
師
功
徳
品
」
の
経
文
に
よ
る
開
悟
を
二
二
歳
の
出
来
事
の
よ

う
に
叙
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
聞
声
悟
道
」
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
機
縁

を
二
二
歳
当
時
の
も
の
と
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。『
御
開
山
略
記
』
が
、
こ
の

よ
う
に
叙
述
す
る
の
は
、
経
文
に
よ
る
開
悟
を
無
理
矢
理
、
二
二
歳
の
聞
声
悟
道
の
記

述
に
当
て
は
め
た
た
め
で
あ
る
（
拙
稿
「
瑩
山
紹
瑾
の
嗣
法
の
機
縁
に
つ
い
て
│
徹
通

義
介
の
会
下
に
お
け
る
『
法
華
経
』
経
文
に
よ
る
開
悟
│
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

六
八
│
一
、
二
〇
一
九
年
、
一
三
六
〜
一
三
七
頁
）。
な
お
、『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
も

『
御
開
山
略
記
』
の
説
を
承
け
る
（『
曹
全
』
史
伝
上
、
二
四
四
ｂ
）。

（
12
） 

た
と
え
ば
、
東
隆
眞
『
瑩
山
禅
師
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
七
四
年
）
で
は
「「
聞

声
悟
道
」
も
「
大
悲
闡
提
之
誓
願
」
も
、
そ
れ
は
果
し
て
永
平
寺
で
の
出
来
事
か
、
養

母
堂
な
い
し
大
乘
寺
で
の
出
来
事
か
は
、
厳
密
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
」（
七
九
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
13
） 

城
万
寺
住
持
中
の
瑩
山
禅
師
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
瑩
山
禅
師
の
城
万
寺
昇

住
と
そ
の
周
辺
│
義
演
か
ら
の
伝
戒
に
注
目
し
て
│
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

学
術
大
会
紀
要
』
二
二
、
二
〇
二
一
年
）
に
お
い
て
も
論
じ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら

意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
拙
稿
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
以
下
に
お

い
て
詳
論
し
て
お
き
た
い
。

（
14
） 
義
介
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
石
川
力
山
「
義
介
禅
師
の
伝
記
と
業
績
」（『
永
平
寺

史
』
上
巻
、
大
本
山
永
平
寺
、
一
九
八
二
年
、
二
二
九
頁
）
参
照
。
家
尚
が
大
乘
寺
開

基
で
あ
る
こ
と
は
、『
三
祖
行
業
記
』「
三
祖
介
禅
師
」
に
、

　
　

加
州
押
野
大
乘
寺
本
願
澄
海
阿
闍
梨
、
参
見
廻
㍾心
、
改
㍼真
言
院
㍽為
㍼禅
院
㊥

与
㍼大
檀
越
藤
原
家
尚
㍽召
請
、
為
㍼大
乗
第
一
祖
㊥
建
㍼立
法
堂
㍽（『
曹
全
』
史
伝

294
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要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

上
、
八
ｂ
）。

 
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
15
） 
城
万
寺
へ
の
拝
請
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
瑩
山
禅
師
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
臨

済
宗
法
灯
派
の
人
達
と
の
交
流
が
存
し
た
可
能
性
も
指
摘
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
法
灯
派

は
無
本
覚
心
（
一
二
〇
七
〜
九
八
）
を
中
心
に
、
紀
伊
の
興
国
寺
（
和
歌
山
県
日
高

郡
）
を
拠
点
に
活
動
し
て
お
り
、
覚
心
自
身
も
道
元
禅
師
に
参
じ
る
な
ど
、
曹
洞
宗
と

法
灯
派
の
交
流
関
係
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
中
尾
良
信
「
瑩
山
禅
師

と
法
灯
派
」、『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
八
八
年
・
佐
藤
秀
孝
「
孤

峰
覚
明
と
古
剣
智
訥
│
臨
済
宗
法
灯
派
と
曹
洞
宗
瑩
山
下
の
交
渉
を
踏
ま
え
て
│
」、

『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
六
、
一
九
九
五
年
）。
法
灯
派
の
恭
翁
運
良
（
一
二
六

七
〜
一
三
四
一
）
や
孤
峰
覚
明
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
一
）
は
瑩
山
禅
師
に
参
学
し
て

お
り
、
運
良
は
大
乘
寺
住
持
職
を
委
譲
さ
れ
、
覚
明
は
瑩
山
禅
師
に
嗣
法
す
る
等
、
瑩

山
禅
師
と
法
灯
派
の
間
に
は
、
非
常
に
密
接
な
交
流
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
紀
伊
と
阿
波
は
紀
伊
水
道
を
挟
ん
で
至
近
の
距
離
に
あ
り
、
地
理
的
関
係
か
ら
し

て
も
、
加
賀
よ
り
も
紀
伊
の
方
が
阿
波
と
の
関
係
は
想
定
し
や
す
い
よ
う
に
思
う
。
た

だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
資
料
に
乏
し
く
推
測
の
域
を
出
な
い
た
め
、
後
考
を
俟
ち

た
い
。

（
16
） 

城
万
寺
昇
住
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
御
開
山
略
記
』
で
は
、

　
　

且
ツ
請
㍼シテ
永
平
義
演
禅
師
㍽ヲ、
受
㍼ク菩
薩
大
戒
㍽ヲ。
悉
ク
付
㍼ス戒
範
㍽ヲ。
廿
八
歳
寓
㍼ス阿

州
海ウ

ン

部ヘ
ノ
城
万
寺
㍽ニ。
始
メ
テ
開
㍼ク戒
法
㍽ヲ。
可
鉄
鏡
西
堂
等
ノ
七
十
五
人
得
戒
ス
（
第

三
折
）。

 

と
な
っ
て
お
り
、
義
演
か
ら
戒
法
を
伝
授
さ
れ
た
後
に
城
万
寺
へ
住
し
た
か
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
義
演
か
ら
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

作
法
』
に
基
づ
く
戒
法
を
伝
授
さ
れ
る
の
は
、
城
万
寺
に
住
持
し
た
翌
年
の
出
来
事
と

し
て
、
瑩
山
禅
師
は
『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
に
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伝
戒
・

嗣
法
を
経
ず
に
一
寺
に
住
す
と
い
う
不
可
解
な
行
状
に
対
し
て
、『
御
開
山
略
記
』
で

は
整
合
性
を
取
る
た
め
の
操
作
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

（
17
） 

広
福
寺
（
熊
本
県
玉
名
市
）
所
蔵
の
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
奥
書
に
は
、

　
　

右
菩
薩
戒
儀
、
先
師
親
筆
之
本
。
懐
奘
伝
㍼受
之
⊿
今
法
弟
義
尹
蔵
主
為
㍼法
器
㍽

者
、
聴
㍼許
之
㊥
並
伝
写
已
畢
矣
。
時
建
長
六
年
〈
甲
寅
〉
九
月
九
日
、
永
平
第

二
世
懐
奘
…
…
（『
続
曹
全
』
宗
源
補
遺
・
禅
戒
・
室
中
、
四
二
ａ
）。

 

と
あ
り
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
に
は
道
元
禅
師
の
真
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

（
18
） 

瑩
山
禅
師
へ
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
に
基
づ
く
授
戒
作
法
を
伝
授
し
た
の
は
義

介
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
存
す
る
。
こ
の
説
を
主
張
す
る
の
は
渡
部
賢
宗
氏
で
、
以
下

の
二
論
文
に
お
い
て
義
介
か
ら
の
伝
授
説
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

渡
部
賢
宗
「
瑩
山
禅
師
の
伝
戒
の
師
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
一
九
、
一
九
七

七
年
、
以
下
、「
伝
戒
の
師
」
と
略
称
）

　
　

渡
部
賢
宗
「
梅
山
聞
本
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
『
戒
法
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
」

（『
苫
小
牧
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
九
、
一
九
七
七
年
、
以
下
、「
戒
法
論
の

成
立
」
と
略
称
）

 

渡
部
氏
が
義
介
伝
授
説
を
主
張
し
た
の
は
、
右
に
引
用
し
た
大
乘
寺
所
蔵
『
仏
祖
正
伝

菩
薩
戒
作
法
』
奥
書
を
、
ま
っ
た
く
異
な
る
角
度
か
ら
理
解
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

渡
部
氏
の
理
解
が
大
き
く
異
な
る
点
は
、
以
下
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一
点
目
と
し

て
、
瑩
山
禅
師
は
八
月
一
三
日
に
永
平
寺
に
お
い
て
書
写
し
た
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法
』
の
「
正
本
」
を
、
一
九
日
に
か
け
て
対
較
校
合
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
校
合

は
道
元
禅
師
│
覚
禅
懐
鑑
│
義
介
│
瑩
山
禅
師
と
相
伝
さ
れ
た
写
本
と
正
本
の
校
合
作

業
で
あ
っ
た
と
し
、
永
平
寺
で
「
正
本
」
を
書
写
し
た
の
も
義
介
の
指
示
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
す
る
（「
伝
戒
の
師
」
一
三
頁
）。
つ
ま
り
、『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
の

「
廿
九
就
㍼永
平
寺
演
老
㍽ニ、
所
㍾許
㍼可
受
戒
ノ
作
法
㍽ヲ
」
を
、「
義
介
よ
り
指
示
を
受
け

て
校
合
に
従
事
し
た
と
き
、
瑩
山
禅
師
の
請
い
に
よ
っ
て
義
演
が
対
較
本
と
な
る
べ
き

永
平
寺
所
蔵
本
た
る
正
本
の
被マ

マ

見
を
許
可
し
た
」（「
戒
法
論
の
成
立
」
四
頁
）
と
い
う

意
味
で
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
点
目
に
は
、
八
月
一
九
日
に
対
較
校
合
と
作
法

伝
授
が
完
了
し
た
「
丈
室
」
を
大
乘
寺
の
方
丈
と
見
な
し
、
作
法
を
伝
授
し
た
の
が
義

介
で
あ
っ
た
と
す
る
（「
伝
戒
の
師
」
一
四
頁
、「
戒
法
論
の
成
立
」
五
頁
）。
渡
部
氏

は
こ
の
よ
う
に
奥
書
を
読
み
、
瑩
山
禅
師
の
伝
戒
の
師
を
義
介
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
説
は
成
り
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
瑩
山

禅
師
が
方
丈
で
校
合
し
た
一
本
と
は
、
瑩
山
禅
師
自
身
が
妙
高
堂
で
書
写
し
た
「
正

本
」
の
写
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
瑩
山
禅
師
は
一
三
日
に
「
正
本
」

の
書
写
を
終
え
て
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
、
自
ら
が
書
写
し
た
写
本
と
そ
の
親
本
と

な
っ
た
「
正
本
」
を
校
合
し
、
書
き
誤
り
や
脱
文
が
な
い
か
を
点
検
し
た
の
で
あ
る
。

「
正
本
」
が
道
元
禅
師
真
筆
本
と
考
え
ら
れ
る
以
上
（
注（
17
）参
照
）、
こ
の
「
正
本
」
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瑩
山
禅
師
伝
の
再
検
討
（
三
）（
横
山
）

よ
り
も
校
合
に
適
し
た
諸
本
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。「
正
本
」
が
存
在
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
義
介
所
伝
の
写
本
を
校
合
に
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
し
、
大
乘
寺
本
奥

書
の
原
文
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
義
介
の
指
示
で

永
平
寺
に
「
正
本
」
を
書
写
し
に
行
っ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
大
乘
寺
開
創
以
前

よ
り
瑩
山
禅
師
が
義
介
に
参
学
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
現
存
資
料
か
ら
は
不
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
を
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
義
介
か
ら
『
仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
作
法
』
の
伝
授
が
確
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
至
る
参
学
経
緯

が
『
洞
谷
記
』「
御
自
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
二

九
歳
に
至
る
瑩
山
禅
師
の
参
学
経
緯
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
義
介
よ
り
も
寂
円
に
親
し
く

参
じ
て
お
り
、
道
元
禅
師
│
懐
奘
│
寂
円
と
相
伝
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』

を
、
目
に
し
た
り
書
写
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
、「
廿
九
就
㍼永
平
寺
演
老
㍽ニ、
所
㍾許
㍼可
受
戒
ノ
作
法
㍽ヲ
」
は
、
素
直
に
読
む

限
り
、「
永
平
寺
の
義
演
か
ら
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
に
基
づ
く
授
戒
作
法
を
許

可
さ
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
正
本
の
披
見
を
許
可
さ
れ

た
」
と
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
点
目
の
大
乘
寺
の
開
堂
年

代
に
つ
い
て
も
、
大
乘
寺
の
開
堂
は
永
仁
元
年
で
あ
り
、
正
応
四
年
時
点
で
は
開
堂
し

て
お
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
も
渡
部
氏
の
理
解
は
成
立
し
な
い
。
そ
し
て
、
永
平
寺
か
ら
大

乘
寺
の
方
丈
に
場
所
が
移
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
奥
書
冒
頭
に
は
「
永
平
寺
之
妙
高
堂
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
場
所
が
大
き
く
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、「
丈
室
」
の
前
に

「
大
乘
」
等
の
場
を
記
す
言
葉
が
無
く
て
は
、
渡
部
氏
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
丈
室
」
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
何
も
記
さ
れ
て

い
な
い
以
上
は
、
永
平
寺
の
丈
室
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
渡
部
氏
の

理
解
は
結
論
あ
り
き
の
強
引
な
内
容
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
19
） 

瑩
山
禅
師
も
『
三
木
一
草
文
』
に
お
い
て
、

　
　

□〔
菩
薩
戒
相
〕

□
□
□
伝
事
、
宗
家
一
大
事
因
縁
（『
瑩
山
禅
師
御
遺
墨
集
』
第
三
七
折
）。

 

と
述
べ
て
お
り
、
道
元
禅
師
と
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
20
） 

『
御
遺
言
記
録
』「
建
長
五
年
四
月
二
七
日
条
」
で
は
、
道
元
禅
師
が
義
介
に
対
し

て
、
示
寂
し
た
懐
鑑
（
？
〜
一
二
五
〇
？
）
か
ら
義
介
へ
伝
授
さ
れ
た
も
の
に
関
す
る

応
答
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
順
序
は
、
①
波
着
寺
の
聖
教
、
②
菩
薩
戒
、
③
臨
済

下
の
嗣
書
（『
道
元
禅
師
全
集
』
七
巻
、
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
二
〜
一
八
四

頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
相
承
物
を
任
意
の
順
番
で
挙
げ
た

の
で
は
な
く
、
伝
法
に
当
た
っ
て
相
承
す
る
順
序
に
し
た
が
っ
て
質
問
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
葛
西
好
雄
「
道
元
禅
師
と
菩

薩
戒
│
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
『
御
遺
言
記
録
』
│
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

論
集
』
二
五
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。

（
21
） 

瑩
山
禅
師
が
義
演
に
授
戒
作
法
の
許
可
を
求
め
た
こ
と
を
、
東
隆
眞
氏
は
、「
義
介

は
、
永
平
寺
内
で
の
義
介
自
身
に
対
す
る
悪
感
情
は
さ
て
お
き
、
愛
弟
子
紹
瑾
の
「
仏

祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
」
の
相
承
に
つ
い
て
は
、
と
き
の
永
平
寺
当
住
た
る
義
演
に
受
け

る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
真
意
と
い
う
か
趣
旨
を
義
演
に
ま
え
も
っ
て
申
し
の
べ
、
ま

た
禅
師
に
も
そ
の
権
威
を
十
分
に
申
し
伝
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
義
介
の
姿

勢
は
、
す
こ
ぶ
る
理
性
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」（
東
氏
注（
12
）書
、
八
三
頁
）
と

述
べ
る
が
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
「
御
自
伝
」
に
義

介
の
名
が
現
れ
な
い
以
上
、
伝
戒
に
ま
つ
わ
る
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
ほ
ど
義
介

と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
や
は
り
、
義
介
が
干
渉
し
て
い
た

と
見
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
単
純
に
瑩
山
禅
師
は
自
ら
の
受
業
師
に
授
戒
作
法
の
許
可

を
求
め
た
と
考
え
る
ほ
う
が
ス
ム
ー
ス
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
22
） 

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
『
出
家
略
作
法
』
の
同
時
伝
授
に
つ
い
て
は
、
龍
谷

孝
道
氏
（
愛
知
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
23
） 

現
存
す
る
楞
厳
寺
本
は
、
林
泉
寺
（
山
形
県
米
沢
市
）
六
世
の
天
室
光
育
（
？
〜
一

五
六
三
）
が
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
新
た
に
書
写
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
原
本
と
な
っ
た
『
出
家
略
作
法
文
』
は
、
通
幻
寂
霊
よ
り
了
庵
慧
明
に
授
与
さ
れ
た

後
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
に
林
泉
寺
開
山
の
一
州
正
尹
（
一
四
一
六
〜
八
七
）
よ

り
同
寺
二
世
の
曇
英
慧
応
（
一
四
二
四
〜
一
五
〇
四
）
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
（
渡
部
賢
宗
「
楞
厳
寺
所
蔵
の
『
出
家
略
作
法
文
』
に
つ
い
て
」、『
宗
学
研

究
』
二
八
、
一
九
八
六
年
、
一
二
三
頁
）。

（
24
） 

今
津
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
得
度
授
戒
作
法
』
は
、
雲
樹
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
覚

明
自
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
文
の
翻
刻
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
葛
西
好
雄

「『
得
度
授
戒
作
法
』
に
つ
い
て
」（『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』、
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇

〇
二
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
葛
西
氏
は
、『
得
度
授
戒
作
法
』
の
撰
者
を
瑩
山
禅
師

と
推
定
し
て
い
る
（
葛
西
氏
前
掲
論
文
、
七
一
三
〜
七
一
四
頁
）。

（
25
） 

『
孤
峰
和
尚
行
実
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
禅
林
僧
伝
』
巻
一
所
収
）
に
、
瑩
山
禅
師
の
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

接
化
を
受
け
た
年
数
が
「
三
年
」（『
禅
林
僧
伝
』
巻
一
、
四
丁
表
）
と
あ
り
、
古
写
本

『
洞
谷
記
』
に
は
、

　
　

正
中
二
年
〈
乙
丑
〉
七
月
廿
八
、
…
…
同
日
夜
半
、
明
兄
附
法
、
相
㍼伝
坐
具
㊥

是
予
末
後
法
嗣
也
。
即
暁
出
㍾寺
、
往
㍼出
雲
国
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
四
ｂ
）。

 

と
あ
っ
て
、
覚
明
が
瑩
山
禅
師
か
ら
嗣
法
し
、
出
雲
へ
出
立
し
た
の
は
正
中
二
年
（
一

三
二
五
）
七
月
二
八
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
覚
明
は
元
亨
三

年
（
一
三
二
三
）
か
ら
正
中
二
年
ま
で
の
足
か
け
三
年
を
瑩
山
禅
師
の
も
と
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、『
洞
谷
記
』「
元
亨
三
年
六
月
二
三
日
条
」
に
は
「
覚
明
禅

人
」（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
一
二
ａ
）
と
あ
り
、
覚
明
の
名
が
見
出
さ
れ
る
た
め
、
遅

く
と
も
元
亨
三
年
六
月
二
三
日
に
は
、
永
光
寺
に
安
居
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
26
） 

『
洞
谷
記
』
に
、

　
　

同
（
元
亨
三
年
）
八
月
十
五
日
、
許
㍼ス戒
法
ヲ
於
明
孤
峰
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』

八
ａ
）。

 

と
あ
る
。

（
27
） 

『
孤
峰
和
尚
行
実
』
に
は
、

　
　

還
参
㍼能
州
洞
谷
瑩
山
瑾
和
尚
㊥
欲
㍾探
㍼洞
上
宗
風
⊿
…
…
乃
拉
㍾師
上
㍼方
丈
⊿

瑾
和
尚
見
㍼来
立
㍽問
云
、
和
漢
両
朝
参
㍼得
何
辺
事
⊿
師
以
㍾手
指
云
、
前
面
法

堂
、
背
後
方
丈
。
瑾
首
肯
（『
禅
林
僧
伝
』
巻
一
、
三
丁
裏
〜
四
丁
表
）。

 

と
あ
っ
て
、
覚
明
は
初
相
見
時
よ
り
、
瑩
山
禅
師
か
ら
そ
の
境
涯
を
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

（
28
） 

伝
来
が
確
実
な
資
料
の
中
で
、
瑩
山
禅
師
が
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）
に
言

及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
当
時
の
曹
洞
宗
で
は
建
仁
寺
（
京
都
市
東
山
区
）

と
の
交
流
が
存
し
て
い
た
。『
洞
谷
記
』
に
は
、

　
　

元
亨
三
年
四
月
十
四
日
、
擬
㍼小
座
湯
㍽而
点
湯
、
請
㍼首
座
⊿
即
晩
ニ
土
地
堂
念

誦
罷
テ
、
自
㍼京
都
㍽下
向
、
即
付
法
ノ
弟
子
哲
書
記
、
建
仁
寺
開
山
塔
主
素
哲
ナ
リ

也
（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
八
ｂ
）。

 

と
あ
っ
て
、
素
哲
を
「
建
仁
寺
開
山
塔
主
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
建
仁
寺
開
山

す
な
わ
ち
栄
西
の
塔
頭
（
興
禅
護
国
院
）
に
塔
主
と
し
て
寓
居
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
曹
洞
宗
か
ら
建
仁
寺
の
塔
主
を
輩
出
し
て
い
る
の
は
、
道
元
禅
師
が
栄
西
や
弟

子
の
明
全
（
一
一
八
四
〜
一
二
二
五
）
に
参
じ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
曹
洞
宗
と
建
仁
寺
の
間
に
お
け
る
交
流
の
中
で
、
瑩
山
禅
師
の
も
と
に
栄

西
所
伝
の
戒
法
書
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
法

灯
派
祖
の
覚
心
に
つ
い
て
も
、『
元
亨
釈
書
』
巻
六
の
覚
心
伝
に
、

　
　

乃
上
㍼高
野
山
㊥
染
㍼指
於
三
密
㍽也
。
因
而
謁
㍼金
剛
三
昧
院
行
勇
㊥
於
㍾是
乎
志
㍼

慕
教
外
之
旨
㊥
易
㍾服
親
炙
（
藤
田
琢
司
編
『
訓
読 

元
亨
釈
書
』
上
巻
、
禅
文
化

研
究
所
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
九
頁
）。

 

と
あ
る
よ
う
に
、
高
野
山
で
出
会
っ
た
栄
西
門
流
の
退
耕
行
勇
（
一
一
六
三
〜
一
二
四

一
）
を
慕
っ
て
禅
宗
に
転
じ
て
お
り
、
栄
西
下
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
。

（
29
） 

『
洞
谷
記
』
に
、

　
　

正
中
二
年
〈
乙
丑
〉
七
月
廿
八
日
、
渓
都
寺
、
尊
道
都
寺
、
相
㍼伝
戒
法
⊿
同
日

夜
半
、
明
兄
附
法
、
相
㍼伝
坐
具
⊿
是
レ
予
末
後
ノ
法
嗣
也
。
即
暁
ニ
出
㍾寺
、
往
㍼

出
雲
国
㍽（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
四
ｂ
）。

 

と
あ
る
。

（
30
） 

鉄
鏡
眼
可
に
つ
い
て
は
、「
眼
可
鉄
鏡
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、『
洞
谷

記
』
で
は
「
可
鉄
鏡
」（
古
写
本
『
洞
谷
記
』
七
ｂ
）
と
表
記
さ
れ
る
。『
洞
谷
記
』
で

は
孤
峰
覚
明
を
「
明
孤
峰
」（
同
前
八
ａ
）
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

「
鉄
鏡
」
が
道
号
、「
可
」
が
法
諱
の
脚
字
と
な
る
。

（
31
） 

瑩
山
禅
師
の
真
筆
で
あ
る
『
三
木
一
草
文
』
識
語
に
、

　
　

開
山
永
平
□〔

和
尚
有
別
願
〕

□
□
□
□
授
戒
。
殆
将
㍾及
㍼千
人
⊿
然
而
正
伝
戒
法
纔
五
人
也
。
奘

和
尚
授
戒
六
百
余
人
、
伝
戒
纔
五
人
也
。
□〔

介
和
尚
〕

□
□
授
戒
三
百
余
人
、
伝
戒
纔
四
人

也
。
紹
瑾
授
戒
已
□〔

七
百
余
〕

□
□
。
自
㍼正
応
㍽及
㍼元
亨
⊿
残
年
不
㍾知
㍼幾
年
・
人
数
幾
㍽

（『
瑩
山
禅
師
御
遺
墨
集
』
第
三
七
折
）。

 

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
瑩
山
禅
師
の
授
戒
者
数
は
懐
奘
や
義
介
を
し

の
ぐ
数
で
あ
る
。

（
本
論
文
は
、
平
成
三
〇
年
度
に
駒
澤
大
学
へ
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
『
瑩
山
禅
師
の
研

究
│
伝
記
と
著
作
の
成
立
史
を
中
心
と
し
て
│
』
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
）
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